



















































































































































①日時：平成 25 年 2 月 17 日（日）
②場所：金ケ崎町森山運動公園陸上競技場
　　　　金ケ崎町伝建群地区
③内容：冬季におけるツアーの課題および技術開発の
途中にある音声ペンによる音声による観光情
報案内の評価。
④参加者：60 代男性１名、60 代女２名
⑤主な結果
▪情報提供について
・音声ペンによる音声観光情報案内は分かりやすかっ
た。理由は、耳（音声）で聞けるのでとても良いと思
う。細かい文字を読まずにすむ、ガイドの説明の話を
聞くときに多人数の場合には後ろにいると声が聞き取
りにくいことがあるなどであった。
・音声案内について、音声ペンはよいが、マップ（パンフレッ
ト）形式よりカ ドー形式にしてみてはどうか。役に立つシ
ステムなので色 な々ところに取り入れてみるのも良い、マイ
ペ スーで歩きながら聞けるのが良い。詳しい案内できっと
見物にも楽しみが湧くと思う。
　　使い方として、観光者へ事前にて配布するかによっ
て用途方法を考える必要がある。事前の研修に利用
（スケジュール等）すると良い。
▪冬場の観光で改良すべきこと
・毎年同じではなく、アピールできるものが必要
・参加型があった方が良い（冬は見るだけだと寒い）
・高齢者（お金を持っている層）が呼び込める仕組み、
たとえば、温泉パック、シャトルバスなどが必要。
・見物客にもプレゼント商品があると良い
・高齢者が孫を連れてきたいと思えるイベントを参加型
で実施して欲しい
▪バリアフリーツアーセンターについて
・バリアフリーツアーセンターを知らない
・結局使えないと思うが、情報をえる手段としては良い
・プライドや見栄を傷つけているような扱いを、恥ずか
しいと思う部分もあることも注意して欲しい
３．まとめと今後の課題
　今回は福祉事業所等が作成している商品の選定とバリ
アフリーツアーについての基本的な検討の段階までにと
どまったが、福祉事業所が展開する商品の販路拡大の方
向性、バリアフリーツアーセンター機能の基本的ニーズ
が把握できた。今後も、本研究にかかわって客観的根拠
のある取り組みの提案ができるよう継続して研究を進め
ていく予定である。なお、本研究は岩手県立大学大学院
社会福祉研究科高橋綠氏の協力を得ています。
